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今年の秋は温かいといっていたのが嘘

のように、真冬並みの寒波が和歌山市にも

来ています。今年の冬至は２２日。ゆず湯

に浸かり、カボチャを食べると冬を乗り切

れるという習わしですが、みなさんはどん

な冬至を過ごされたのでしょうか？

今年は３月１１日の東日本大震災、大津波

や原発事故と本当に辛いことが起きてしま

った１年でした。被災地のみなさんの思いは

今も癒えることがないと思います。しかし、

その分、日々の何気ない、普段通りの毎日

を過ごせることの有り難さに気付かされた

１年でもあったのではないでしょうか。一日

も早い復興を願い、力を合わせたいもので

す。

この１年本当にお世話になりました。どう

か良いお年を。
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学童保育(若竹学級)に

一人あたり４０００円の利用料

小学校低学年の児童が放課後、

「 」 、利用する学童保育 若竹学級 は

これまで無料でおやつ代などの実

費のみが保護者負担となっていま

した。子育て世代の経済的負担を

軽くするという意味でもずいぶん助かっているとの声

を多く聞いています。

7 12市は来年 月から利用料を徴収するとして、この

月議会で条例提案しました。私は和歌山市の子育て支

援策の目玉として無料を堅持し続けるべきであると有

料化を断念するよう求めましたが、最終日、賛成多数

で可決されました。

市はすべての若竹学級へのエアコンの設置(今年度

中)、開設時間のさらなる延長、指導員の待遇改善な

どを同時に実施するとしています。

また、一人あたり 円の利用料について、兄弟姉4000
妹がいる場合は半額の 円になることや所得による2000
減額制度なども検討するとしています。

中学校給食について

市教育委員会は今年 月に立ち上げた中学校給食協1
10 5 10議会をこの 月までに 回開催しました 協議会は。

月 日「家庭弁当と給食を選択できるデリバリー方24
式が望ましい」との意見具申をまとめました。市教育

委員会はこの具申を受け「来年 月をめどに選択式10
デリバリー方式での実施を目指す」との見解を明らか

にしました。

私はデリバリー方式を採用している他の自治体を調

査し、適温で提供できないことや汁物や麺類などは出

せないこと、注文制なので全員に提供できないことな

どを明らかにしました。その上で親子方式や自校方式

など小学校で提供している給食と同じものを中学校で

も提供することが教育委員会の姿勢として求められる

ことを指摘しました。少しでも早く給食を実施してほ

しいと願う保護者の願いに寄り添い

つつ、内容を豊かにしてこそ中学校

給食の意味があります。来年 月の10
実施までの間、さらによりよい給食

への可能性を探るよう求めました。
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こんにちは！
前県会議員

です藤井健太郎
今年も早、師走、何かと気

ぜわしい時期となりました。

政治の世界を眺めると民主

党野田政権はこの年末に国

民への悪政押し付けを一気

に突き進めようとしている

ようです。

消費税・所得税・住民税などの庶民増税に加

えて年金の切り下げ、医療費や介護保険の負

担増大などで国民のくらしを破壊し、その一方

で大儲けしている大企業の増税をすすめ、危

険きわまりない「原発」を海外輸出するなど、

これまでの歴代政権ができなかったことを一

気にすすめる企てがすすめられています。

それに加えて「ＴＰＰ」参加問題です。環太平

洋連携協定の英語訳の頭文字をとったもので

すが、アメリカ主導で、参加国の貿易関税の撤

廃とアメリカの企業が自由に活動できる国づ

くりをすすめるものとなっています。

日本の農業、食の安全、医療保険制度、中小

企業育成などが破壊され国民のくらしや地域

経済にとりかえしのつかない事態を招くこと

にもなりかねません。悪政ストップに向けて、

ますます忙しくなりそうです。

（ふじい けんたろう）
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秋のバスツアーに行ってきました
（森下さち子ブログより抜粋）

http://sigidan.exblog.jp/i4/

11月23日（祝）、滋賀県の湖東三山へ

バスツアー（日本共産党東ブロック後援

会主催）に行ってきました。

後援会のバスツアーは久しぶりの取

り組みでした。東部地域に住む方のつな

がりで有田市や海南市からも参加があり有難い限りでし

た。

朝8時過ぎに和歌山を出発し、滋賀に到着したのは11時2

6分。最初に訪ねたのは西明寺というお寺です。このお寺

は平安時代834年に建てられ、織田信長の比叡山の焼き討

ちを逃れ現存しているそうで、本堂が国宝第1号に指定さ

れています。

次に訪ねたのが金剛輪寺。ここに安置されている仏像

のうち秘仏本尊聖観世音菩薩は奈良時代の高僧行基菩薩

が彫刀を進めると途中で血が流れ落ちたことから、その

時点ですでに魂が宿ったとして粗彫のまま本尊として安置

したそうです。残念ながら開帳されていませんでした。「生

身の観音様」の姿を見るには年に一度のご開帳を待たね

ばなりません。

お昼には、一休庵で近江牛と豆腐御膳をいただき、百済

寺と永源寺に向かいました。ところが、祝日で紅葉シーズ

ンとあって、行楽客でいっぱい。車の渋滞などもあり時間の

関係で永源寺は諦めざるを得ませんでした。また、機会が

あれば是非訪ねてみたいお寺です。

参加してくださったみなさん、ありがとうございました。
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